
                                          年４回発行（季刊） 

市民活動支援センターは、社会に貢献しようとする市民、市民活動団体を応援します

 

今年は、地域と大学との直接交流の環境整備を図

ることを目的に昨年度末に同大学内に新設された

「地域共生広場『１cafe(イチカフェ)』」を会場に、学生

ボランティア９団体が参加し地域住民等が見学する

中、開催されました。 

このイベントは同大学の同窓会から寄付された助

成金 3０万円を配分するための公開審査会も兼ねて

おり、学生ボランティア団体は、必要な助成金額を獲

得して活動に活かしたいと熱のこもったプレゼンを展

開しました。初めてプレゼンを経験したという学生は

「発表は緊張したけれど、私達の活動を地域の人に

知ってもらう機会ができてよかった」と話しました。また、

別の学生は「質問を受けて自分たちの活動を客観視

することができました。今後に活かしていきたい」と語 

 

 

 

 

 

 

 

りました。この後の交流会では、地域の参加者と学生

が、お互いに自己紹介したり情報を交換したりする場

が設けられました。 

今回のイベントを通じて、地元大学の学生ボランテ

ィアの取り組みを知り、寄付すること（ドネーション）で

若い力を応援していく事が、将来の地域の課題解決

に繋がると感じました。 

 

 

 

ボランティアでがんばる学生を応援！＠聖学院大学 
6 月 4日（土）「聖学院大学ボランティア学生応援ドネーションパーティー」が開催されました。ボランティア

活動が盛んな大学として注目されている聖学院大学では、多くの学生が地域や被災地で積極的にボランティ

ア活動に取り組んでいます。しかし、活動をがんばるあまり経済的な負担がかさみ、ボランティア貧乏におち

いったり、活動をあきらめざるを得ない学生もいます。そんな学生を応援しようと同大学ボランティア活動支援

センターの発案で実現した「ドネーションパーティー」は今年で2回目の開催です。 

【プレゼンテーションの様子】 

 

【交流会の様子】 

 

「ドネーションパーティー」とは？ 

欧米でよく行われている催しで、ボランティアや

ＮＰＯ団体が、その目的や活動の報告を行い、

それを聴いた人々が、それぞれ共感した団体

に寄付（ドネーション）してその活動を支援する

取り組み。 



 

 

 

 

 

 

  

 市民活動とは、営利を目的としない市民の

自主的・主体的な社会貢献活動のことです。

新たな市民活動を始めた団体の皆様、市民

活動支援センターへ登録していただくと、作

成中のガイドブックに活動内容などのご紹介

が出来るチャンスです。至急ご連絡下さい。 

平成 28 年度版「市民活動ガイドブック」 

    ただいま作成中!! 

平成 2８年度 『協働のまちづくり推進事業』 

★採択団体が決まりました★ 

Ａ 特定非営利活動法人 子育て支援あげお 

名 称 ウェルカムママカフェ 所管課 

テーマ 初めてのママの子育支援 健康増進課 
 

Ｂ アッピー竹とんぼクラブ 

名 称 大人と子ども de むかし遊び 竹とんぼステップアップ 所管課 

テーマ 大人と子どものむかし遊び・手づくり竹とんぼで絆づくり 青少年課 
 

C 特定非営利活動法人 なごみ 

名 称 貧困家庭等の小学生の学習支援 所管課 

テーマ 地域全体で貧困家庭等の子どもを支援する 子ども支援課 
 

D 特定非営利活動法人 彩の国さいたま総合型地域スポーツクラブ・フォルテ 

名 称 心も！からだも！！笑顔もはずむ 元気プロジェクト 所管課 

テーマ 子どもと身体を動かそう！ 子ども支援課 

 

E HighFiveMom 埼玉ママ 

名 称 女性起業家の創業推進と事業継続サポート 所管課 

テーマ 女性の創業・事業の継続、地域活性化 商工課 

 

センターからのお願い 

予約された会議室がご

不要になられた場合は

お早めに予約の削除を

お願いします。 

ご自宅のパソコンやスマ

ートフォンからも「上尾市

公共施設予約システム」

をご利用になれます。 

平成 28 年度「上尾市協働のまちづくり推進事業」は、５団体から応

募があり、平成28年 5月 24日(火)に第１次選考の書類審査、6月 28

日(火)にヒアリング形式の第２次選考が行われました。選考委員会で

の厳正な審査により、次の 5団体の提案が採択されました（提案順）。 

なお、D と Eの事業は、市から協働を提案した事業です。 

 採択された 5団体は来年 2月までの間に各々事業を実施します。 



鈴 虫 無料頒布会のお知らせ 

●第 1回 

日時：8月 7日（日）午前 8時～10時 

場所：富士見小学校 体育館横 

●第 2回 

日時：8月 21 日（日） 

午前 10 時 30 分～午後 3時 

場所：ショーサンプラザ 正面入り口 

※いずれの回も容器またはレジ袋を持参 

 

 

市内の鈴虫愛好家が中心になって、より多くの市

民に鈴虫の音を楽しんでもらおうと無料頒布会を開

催したのをきっかけに「上尾スズムシの会」が発足し

ました。夏の夜、上尾の市内全域で鈴虫の音色が聞

こえるようにと願いを込め、「鈴虫のまち上尾」をスロ

ーガンに掲げ、飼育、普及活動を行っています。 

会の代表の渡邉幸久さんに伺うと、夏、鈴虫を盛

んに鳴かせたい場合は、オスよりもメスの数を少なく

飼育すると、オス同士が競ってよく鳴くそうです。翌年

卵を孵化させるには、なるべく自然に近い状態で管

理し、適度な水分を与え、冬は外気にふれさせ、寒さ

を経験させることも必要だそうです。温度管理をする

ことで孵化の時期をずらし、夏から秋にかけて音色を

長く楽しむこともできるそうです。渡邉さんは鈴虫飼

育歴 30年を超えるベテランで、健全な交配のため他

の市町村の愛好団体と連携して鈴虫の交換も行って

いるそうです。 

会の活動は、年に２回の勉強会と、８月に市内２か

所で行う無料頒布会があり、昨年は、上尾駅や富士

見小学校に飼育ケースを置いて、市民や子供たちに

鈴虫の音色を楽しんでもらいました。今年も下記の日

程で頒布会を行います。ご希望の方に無料で鈴虫を

差し上げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上 尾 ス ズ ム シ の 会 

設  立  平成 22年 8月 1日 

会  員  約 70 人 

代  表  渡邉 幸久さん 

連 絡 先  090-2178-0626 

Ｅメール  watanabe.pp@hb.tp1.jp 

 市 民 活 動 団 体 紹 介 

【鈴虫頒布会の様子】 

 

●日時：10 月 1日（土） 

午前 10 時～午後 3時 30 分 

●場所：上尾市コミュニティセンター 

●対象：市民活動支援センター利用登録団体 

●定員：25 団体（1団体 2名まで） 

●締切：9月 2日（金）まで 

       市民活動支援センターへ 

１０月は｢チラシ講座＆団体交流会｣でパワーアップ！ 

第 1 部 チラシデザインの基本の「き」 

 デザインの基礎を学び、すぐにチラシ作成に 

 活かせる講座です。 

第2部 団体交流会～ひろげよう つながろう～ 

 当センター利用登録団体の皆さんが気軽に語 

 り合える交流会です。活動のＰＲや情報交換を 

 して、ネットワークの輪を広げましょう！ 



 

 

ポイント解説 Ｑ&Ａ          イベント   ボランティア掲示板 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報誌タイトル“むすびん”は、「結ぶ」と「お便り」を合わせており、

人、市民活動団体、市などを結びつけたいという思いを込めています。 

皆さまからのイベント、ボランティア情報をお待ちしています！ 

◎編集・発行 上尾市市民活動支援センター 

開館日 ：火～日 午前９時～午後９時（日曜は午後５時迄） 

休館日 ：毎週月曜、火～金の祝日、年末年始 

電  話 ：０４８（７７８）１８１０   ＦＡＸ：０４８（７７８）１８２０ 

Ｅメール：s53500@city.ageo.lg.jp 

ホームページ：http://www.city.ageo.lg.jp/soshiki/s53500/ 

Ａ． 同プランは 6 月 2 日に閣議決定されました。

プランの『４「介護者離職ゼロ」に向けた取り組みの

方向』の 4 番目に「地域共生社会の実現」として全

ての人々が地域・暮らし・生きがいを共に創り、高

め合うことができる「地域共生社会」を実現する。と

謳っています。 

 今後の対応の方向性として「受け手側と支え手

側は固定せず、皆が役割を持ち、支え合いなが

ら、自分らしく活躍できる地域社会の実現」を目指

しています。具体的には、地域包括支援センター

や社会福祉協議会、地域に根ざした活動を行う

NPO 等が中心となり住民が主体的に地域課題を

把握して解決する体制づくりを国が支援。多様な

活躍、就労の場づくりのため公共的な地域活動や

ソーシャルビジネスなどの環境整備を進め、共助

の活動への多様な担い手の参画と活動の活発化

のために、民間資金の活用や寄附文化の醸成を

推進する。という内容です。 

 市民活動団体のますますの社会貢献活動を期

待しています。 

          情報ファイル   

編 集 後 記 ◆今話題の映画「殿、利息でござる！」は歴史学者・磯田道史著の評伝「無私の日本人」の

一編を映画化したもの。おどけたタイトルとは違う無私の心で成し遂げた地域活性化、地域活動の原点です。

市民活動を志す熱き諸兄諸姉にぜひ見ていただきたい映画です。              (敏)(枝)(明) 

Ｑ．「ニッポン一億総活躍プラン」の 

市民活動の推進内容は？ 

Oneday ユニバーサルカフェ 

■■介護者家族ふれあいカフェ■■ 
～ささえる人をささえたい～ 

 日時：9月 24日(土) 

①午前 10時 30分～午後1時 

      ほっとひと息 ゆったりカフェ  

②午後１時～３時30分 

      介護者家族ふれあいカフェ 

場所：市民活動支援センター 

料金：入場無料  飲み物 100円 

申込：不要（どなたでも入れます） 

地域福祉計画をすすめる上尾市民の会 

担当：陣ノ内さん 携帯 080-5003-2373 

上尾市近郊の豊かな自然の中でつい最近
まで使われていた古民具の数々を映像で
紹介し、当時の生活ぶりを解説します。 

日時：8月 23日(火)  

午後１時 30分～３時 

場所：市民活動支援センター 

講師：関 孝夫氏 

料金：無料 

申込：住所・氏名・電話番号を明記し郵便で 

  〒362-0037上尾市上町 1-2-10-302 

    (ふるさと交友会) 召田 俊雄さんへ 

締切：平成28年 8月 10日(水)まで 

■■古民具からみた上尾の今昔■■ 

団体登録の更新は 2 年毎です。

忘れずに手続きをお願いします。 

mailto:s53500@city.ageo.lg.jp
http://www.city.ageo.lg.jp/soshiki/s53500/

